
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

県内の小学生・中学生・高校生を対象に、医療の現場で働く看護職から直接話を聞いたり、

触れ合う機会を提供し、看護の魅力や喜び、看護職になるための道等を直接お伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

 

 

 

 

※この事業は栃木県委託事業です。 

                               

  

笑顔と思いやりの心を

持つことを大切にして

いることが分かった 

とても貴重な体験がで

きた 

（中学生） 

看護の出前授業 

講師（看護職）は 

男性も女性も 

聴診器や酸素飽

和度モニターを

使ってみました 

小学校にも行きました。 

質問がたくさん出ました！ 

たくさんの質問に笑

顔で答えてくださり、

学びが深まりました

夢に一歩近づいたよ

うな気がします 

（小学生） 

 

チーム医療や多職種連携が大切、必要性がわかった 

様々な医療現場があることにも目を向けていきたい 

特に災害支援ナースについて、初めて知ったので、興味を

持った               （高校生） 

 

命の大切さや命を預かることの重大さを

改めて感じることができた（中学生） 


